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(57)【要約】
【課題】分光測定用として十分な強度の励起光を被検体
に照射可能な蛍光診断用システムを提供する。
【解決手段】蛍光診断用システムは、内視鏡１，照明光
光源装置２，励起光光源装置３，光路切替器４，テレビ
カメラ５及び分光測定システム６を備える。内視鏡１
は、照明光を導光するためのライトガイド１４と、被検
体像を伝送するためのイメージガイド１５と、励起光光
源装置３からの照射用プローブ３１が引き通される鉗子
チャネル１３とを備える。光路切替器４は、斜面が鏡面
である直角なプリズム４２を、接眼レンズ１６の光軸に
直交な方向へスライド可能に保持している。プリズム４
２は、接眼レンズ１６の透過光の光路上に挿入される
と、その透過光を、分光器６２から延びる導光プローブ
６１の先端に向けて反射する。一方、プリズム４２が接
眼レンズ１６の透過光の光路から退避されると、被検体
像がテレビカメラ５に撮影される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】被検体に施される処置に応じた各種の挿通
体が挿通される管，及び、前記被検体を照明するための
照明光を導くライトガイドを内蔵するとともに、前記被
検体の像を形成する対物光学系がその先端近傍に組み込
まれた挿入部を有する内視鏡と、
生体を励起させて自家蛍光を放出させるための励起光を
発する励起光光源と、
前記管の内径よりも小径な太さを有し、前記管に挿通さ
れた場合には、前記励起光光源からの励起光を前記被検
体に照射する照射プローブと、
前記対物光学系を透過した光が第１又は第２の方向へ向
くように切り替えるための切替手段と、
前記切替手段により第１の方向に向けられた光の光路上
に配置され、前記対物光学系により形成された像を撮像
する撮像手段と、
前記切替手段により第２の方向に向けられた光の光路上
に配置され、前記対物光学系を透過した光のうちの幾つ
かの波長の強度を検出する分光器とを備えることを特徴
とする蛍光診断用システム。
【請求項２】前記分光器により検出された各波長の強度
の値を演算して診断に有用な情報を生成する診断情報生
成手段を、更に備えることを特徴とする請求項１記載の
蛍光診断用システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、生体から発せられ
る自家蛍光に基づいて術者による診断用の情報を取得す
る蛍光診断用システムに、関する。
【０００２】
【従来の技術】生体組織に特定の波長の光を照射すると
生体組織が励起して蛍光（一般に自家蛍光という）を発
することが知られている。また、腫瘍や癌などの病変が
生じた生体組織が発する自家蛍光は正常な生体組織のそ
れとは異なる性質を有することも、良く知られている。
【０００３】この性質を具体的に説明すると、以下の通
りである。即ち、病変組織からの自家蛍光における緑色
帯域の強度は、正常組織からのものよりも小さいが、病
変組織からの自家蛍光における赤色帯域の強度は、正常
組織からのものと同程度である。このため、病変組織か
らの自家蛍光の緑色帯域の強度と赤色帯域の強度との比
は、正常組織のものよりも小さい。
【０００４】このような知識に基づいて、診断のために
有用な情報として自家蛍光の緑色帯域の強度と赤色帯域
の強度との比を取得する蛍光診断用システムが、開発さ
れている。
【０００５】この蛍光診断用システムのうちの一つに、
従来の内視鏡装置を利用したものがある。このタイプの
蛍光診断用システムは、紫外光のみを透過させるフィル
ターを照明光の光路内に選択的に挿入できるように構成
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されているので、内視鏡の先端から体腔内へ紫外光のみ
を照射できるようになっている。また、内視鏡の鉗子チ
ャネルには分光器から延びる測定用プローブ（光ファイ
バ）が引き通されており、体腔壁から発せられる自家蛍
光を測定用プローブにより導光し、分光器によってその
自家蛍光のスペクトルを検出できるようになっている。
さらに、分光器はコンピュータに接続されており、コン
ピュータが、分光器の検出した自家蛍光の分光分布に基
づいて、自家蛍光の緑色帯域の強度と赤色帯域の強度と
の比を算出したりその他の演算処理をして、演算結果を
図表やグラフとして画面表示するようになっている。蛍
光診断用システムがこのように構成されているために、
術者は、蛍光診断のために有用な情報をコンピュータか
ら得ることができ、体腔壁（被検体）が病変組織である
か正常組織であるかを診断できる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】ところが、従来の内視
鏡装置においては、可視領域の白色光を体腔壁に照射で
きれば通常の観察ができるため、また、生体組織に紫外
光を常時照射すると生体組織が破壊される虞があるため
に、紫外領域の波長の光を殆ど発さない光源が使用され
ている。然も、内視鏡の先端に光を導光するライトガイ
ドの材料は、短波長側の紫外光、特に、自家蛍光を最も
強く発光させる３６５ｎｍを中心とする領域の紫外光を
あまり通さない特性を、有している。そのため、被検体
に照射される紫外光の強度が満足に得られないという問
題があった。自家蛍光の強度は、紫外光のそれに比例す
るために、被検体に照射される紫外光が弱いと、もとも
と紫外光に対する強度比が低い自家蛍光は、更に弱くな
る。その結果、分光器において自家蛍光を検出できなく
なっていた。
【０００７】本発明は、このような従来技術が有する問
題点に鑑みてなされたものであり、その課題は、従来の
構成の内視鏡を利用しているにも拘わらず十分な強度の
励起光を被検体に照射でき、その結果として、分光器で
検出するのに十分な強度の自家蛍光を獲得し得る蛍光診
断用システムを、提供することである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】上記の課題を解決するた
めに構成された本発明の蛍光診断用システムは、被検体
に施される処置に応じた各種の挿通体が挿通される管，
及び、前記被検体を照明するための照明光を導くライト
ガイドを内蔵するとともに、前記被検体の像を形成する
対物光学系がその先端近傍に組み込まれた挿入部を有す
る内視鏡と、生体を励起させて自家蛍光を放出させるた
めの励起光を発する励起光光源と、前記管の内径よりも
小径な太さを有し、前記管に挿通された場合には、前記
励起光光源からの励起光を前記被検体に照射する照射プ
ローブと、前記対物光学系を透過した光が第１又は第２
の方向へ向くように切り替えるための切替手段と、前記
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切替手段により第１の方向に向けられた光の光路上に配
置され、前記対物光学系により形成された像を撮像する
撮像手段と、前記切替手段により第２の方向に向けられ
た光の光路上に配置され、前記対物光学系を透過した光
のうちの幾つかの波長の強度を検出する分光器とを備え
ることを、特徴とする。
【０００９】このように構成されると、励起光は、内視
鏡の管に挿通された照射プローブにより、内視鏡の先端
に対向した被検体に照射される。従って、内視鏡のライ
トガイドにより励起光を導光しなくて済む。このため、
分光測定用として十分な強度の励起光を被検体に照射す
ることができる。この照射プローブは、その先端に励起
光光源を有するものであっても良いし、その基端に励起
光光源が接続されたファイバープローブであっても良
い。後者の場合、照射プローブは、励起光の最も透過し
易い材料から構成されることが望ましい。
【００１０】なお、本発明の蛍光診断用システムでは、
分光器から得られた各波長の強度を術者が直接演算して
診断に有用な情報を得ることもできるが、本発明の蛍光
診断用システムが、分光器により検出された各波長の強
度の値を演算して診断に有用な情報を生成する診断情報
生成手段を、更に備えていても良い。この診断情報生成
手段は、所定の演算処理プログラムを実行可能に格納す
るコンピュータとすることができる。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下、本発明の一実施形態である
蛍光診断用システムを、図面に基づいて説明する。図１
に、本実施形態による蛍光診断用システムの概略構成を
示す。この蛍光診断用システムは、内視鏡１，照明光光
源装置２，励起光光源装置３，光路切替器４，テレビカ
メラ５，モニタＭ，及び分光測定システム６を、備えて
いる。
【００１２】＜内視鏡＞先ず、内視鏡１について説明す
る。この内視鏡１は、生体内に挿入される可撓管状の挿
入部を、有している。但し、図１には、この内視鏡の詳
細な形状は図示されていない。この挿入部の先端には湾
曲部が組み込まれており、この湾曲部の先端には硬質部
材製の先端部が固定されている。また、挿入部の基端に
は操作部が連結されている。この操作部には、湾曲部を
湾曲操作するためのダイヤル及び各種操作スイッチが設
けられている。
【００１３】この内視鏡１の先端部には、少なくとも３
つの貫通孔が穿たれており、そのうちの一対の貫通孔に
は、配光レンズ１１及び対物レンズ１２が夫々填め込ま
れている。他の１つの貫通孔は、鉗子口１３ａとして利
用される。また、この鉗子口１３ａと操作部に穿たれた
鉗子口１３ｂとを結ぶチューブが、内視鏡１内を引き通
されており、このチューブを通じて両鉗子口１３ａ，１
３ｂの間に形成された管が、電気メス等の処置具を挿通
するための鉗子チャネル１３として、機能する。
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【００１４】さらに、内視鏡１は、ライトガイド１４及
びイメージガイド１５を、有している。これら両ガイド
１４，１５は、光ファイバが多数束ねられてなる可撓な
ファイババンドルである。ライトガイド１４は、その先
端面が配光レンズ１１に対向した状態で、内視鏡１内を
引き通されている。また、その基端は、操作部の側面か
ら延びたライトガイド可撓管内を引き通され、ライトガ
イド可撓管の先端に設けられた図示せぬコネクタの先端
に固定されている。そして、この図示せぬコネクタが照
明光光源装置２に接続されると、ライトガイド１４の基
端面が照明光光源装置２内に入り込む。
【００１５】イメージガイド１５は、その先端面が対物
レンズ１２に対向した状態で、内視鏡１内を引き通さ
れ、その基端は、操作部内に固定されている。このイメ
ージガイド１５の先端面は、内視鏡１の先端部が被検体
に対向配置された時に対物レンズ１２が当該被検体の像
を結ぶ位置の近傍に、配置されている。そして、このイ
メージガイド１５は、対物レンズ１２による被検体像を
基端面に伝送する。
【００１６】さらに、内視鏡１は、接眼レンズ１６を、
有している。この接眼レンズ１６は、操作部における挿
入部が連結されている側とは反対側の端部近傍に配置さ
れ、イメージガイド１５の基端面に対向している。この
接眼レンズ１６は、イメージガイド１５の基端面に伝送
された被検体の像を拡大する。
【００１７】なお、対物レンズ１２，イメージガイド１
５，及び接眼レンズ１６は、対物光学系に相当する。
【００１８】＜照明光光源装置＞次に、照明光光源装置
２について説明する。この照明光光源装置２は、白色光
源２１及び集光レンズ２２を、備えている。白色光光源
２１は、白色光を平行光として射出する。集光レンズ２
２は、白色光光源２１により射出された白色光の光路上
に配置されている。また、集光レンズ２２は、ライトガ
イド可撓管の先端に設けられた図示せぬコネクタが当該
装置２の図示せぬコネクタ受けに接続されている状態で
は、白色光光源２１が発した白色光をライトガイド１４
の基端面上に収束させる。そして、ライトガイド１４の
基端面に入射した白色光は、ライトガイド１４によって
内視鏡１内を導かれ、配光レンズ１１により拡散され、
内視鏡１の先端に対向した被検体を照明する。
【００１９】＜励起光光源装置＞次に、励起光光源装置
３について説明する。この励起光光源装置３は、照射用
プローブ３１，紫外光光源３２，及び集光レンズ３３
を、備えている。照射用プローブ３１は、紫外光が透過
可能な多数又は単一の可撓な光ファイバである。なお、
この照射用プローブ３１は、石英ガラス製かプラスチッ
ク製であることが好ましい。この照射用プローブ３１の
先端は、内視鏡１の操作部の鉗子口１３ｂから鉗子チャ
ネル１３内へ引き通され、更に内視鏡１の先端の鉗子口
１３ａから突出可能な長さを有している。また、その基
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端は、励起光光源装置３内に挿入されて固定されてい
る。なお、この照射プローブ３１の基端は、ライトガイ
ド１４の基端と同様に、図示せぬコネクタを介して励起
光光源装置３の筐体に着脱自在に装着されても良い。
【００２０】紫外光光源３２は、水銀ランプが発する輝
線のうちの一つである３６５ｎｍの紫外光を平行光とし
て射出する。集光レンズ３３は、紫外光光源３２により
射出された紫外光の光路上に配置されており、この紫外
光を照射用プローブ３１の基端面上に収束させる。そし
て、照射用プローブ３１の基端面に入射した紫外光は、
照射用プローブ３１によって内視鏡１内を導かれ、照射
用プローブ３１の先端から射出され、内視鏡１の先端に
対向した被検体に照射される。
【００２１】＜光路切替器＞次に、光路切替器４につい
て説明する。この光路切替器４は、略箱形の筐体４１内
に、プリズム４２，プリズム枠４３，切替レバー４４，
及び集光レンズ４５を、備えている。
【００２２】筐体４１は、内視鏡１の操作部における接
眼レンズ１６が組み込まれた端部に対し、着脱自在に装
着されている。また、内視鏡１が装着される側とは反対
側の側面には、テレビカメラ５が着脱自在に装着されて
いる。そして、この筐体４１が内視鏡１の操作部に装着
されるとともに、テレビカメラ５がこの筐体４１に装着
された状態では、接眼レンズ１６は０ディオプタ位置に
移動するとともに、接眼レンズ１６とテレビカメラ５の
図示せぬ撮影レンズは、同軸に配置され、イメージガイ
ド１５の先端面から基端面に伝送された被検体の像を、
テレビカメラ５の図示せぬ撮像素子の撮像面にリレーす
る。その撮像面上に形成された被検体の像は、撮像素子
によって撮像されて映像信号に変換され、その映像信号
は、モニタＭに出力される。なお、テレビカメラ５は、
撮像手段に相当する。
【００２３】プリズム４２は、直角プリズムであり、そ
の斜面は、鏡面となるようにコーティングされている。
このプリズム４２は、その斜面が接眼レンズ１６の光軸
に対して４５°傾く状態で、プリズム枠４３内に固定さ
れている。
【００２４】プリズム枠４３は、接眼レンズ１６の光軸
に対して直交する方向にのみスライド可能に、保持され
ている。また、このプリズム枠４３において、そのスラ
イド方向に垂直な側面のうちの一方からは、円柱状の切
替レバー４４が、突出形成されており、その先端は、上
記筐体４１の外側へ貫通突出している。
【００２５】そして、筐体４１から突出した部分を摘ん
だ操作者によりこの切替レバー４４が最も外側（図１の
上）へ引き出されると、プリズム枠４３上のプリズム４
２は、接眼レンズ１６の透過光の光路から退避する。こ
の状態になると、イメージガイド１５の基端面から拡散
して接眼レンズ１６により平行光に変換された光は、テ
レビカメラ５に入射する。逆に、操作者により切替レバ
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ー４４が最も奥に押し込まれると、プリズム枠４３上の
プリズム４２は、接眼レンズ１６からの平行光の光路に
挿入され、その平行光はプリズム４２の斜面により直角
に反射される。このようにプリズム４２により反射され
た平行光の光路上には、集光レンズ４５が、配置されて
いる。この集光レンズ４５は、プリズム４２により反射
された平行光を収束させる。なお、プリズム４２，プリ
ズム枠４３，及び切替レバー４４は、切替手段に相当す
る。
【００２６】さらに、この光路切替器４には、分光測定
システム６の後述する分光器６２から延びる後述する導
光プローブ６１の先端が、着脱自在に装着されている。
導光プローブ６１がこの光路切替器４に装着されると、
導光プローブ６１の先端は集光レンズ４５に対向し、そ
の先端面は集光レンズ４５の収束点に配置される。
【００２７】＜分光測定システム＞次に、分光測定シス
テム６について説明する。この分光測定システム６は、
導光プローブ６１，分光器６２，コンピュータ６３，及
びモニタ６４を、備える。
【００２８】導光プローブ６１は、紫外光が透過可能な
多数又は単一の可撓な光ファイバである。この導光プロ
ーブ６１の先端は、上述したように、光路切替器４に着
脱自在に装着され、装着された状態では、その先端面に
は、集光レンズ４５により収束された光が導入される。
また、その基端は、分光器６２内に挿入されて固定され
ている。
【００２９】分光器６２は、一般に利用されるものであ
るので詳細な説明は省略するが、その概要は、光センサ
により検出した光のうちの幾つかの波長の強度を測定
し、測定結果を電子データに変換する装置である。この
分光器６２は、コンピュータ６３に繋がれており、その
電子データをコンピュータ６３に出力する。
【００３０】コンピュータ６３は、一般に市販されてい
るものであり、ＣＰＵやＲＡＭや記憶装置などを有す
る。このコンピュータ６３は、分光器６２から出力され
た電子データを記憶装置に記憶するとともに、所定の処
理プログラムに従って、その電子データに基づいて演算
処理を行う。そして、このコンピュータ６３は、その演
算結果に基づいて、診断に有用な情報として利用可能な
図表やグラフ等を示す画面の画面データを生成する。生
成された画面データは、モニタ６４に出力され、画面デ
ータに基づく画面が、モニタ６４に表示される。なお、
コンピュータ６３は、診断情報生成手段に相当する。
【００３１】＜実施形態の動作＞上記構成の蛍光診断用
システムにおいて、白色光光源２１から白色光が発せら
れると、この白色光は、ライトガイド１４により導かれ
て、内視鏡１の先端に対向した被検体を照明する。そし
て、対物レンズ１２により形成された被検体の像は、イ
メージガイド１５により伝送され、接眼レンズ１６によ
り拡大される。このとき、切替レバー４４が操作され
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て、プリズム４２が接眼レンズ１６とテレビカメラ５と
の間から退避されていると、イメージガイド１５の基端
面に伝送された被検体像は、接眼レンズ１６及びテレビ
カメラ５内の撮影レンズによってリレーされ、撮像素子
によって撮影されて、モニタＭに画面表示される。
【００３２】術者は、このようにしてモニタＭに画面表
示された被検体の画像を観察し、被検体において異常部
位と思われる箇所があった場合には、内視鏡１の操作部
の図示せぬハンドルを操作してその箇所に内視鏡１の先
端を接近させる。そして、術者は、鉗子チャネル１３に
照射用プローブ３１を挿入し、白色光光源２１の電源を
切断するとともに紫外光光源３２の電源を投入し、切替
レバー４４を奥まで押し込む。
【００３３】すると、紫外光光源３２から発せられた紫
外光は、照射用プローブ３１により導かれ、内視鏡１の
先端に対向した被検体に照射される。紫外光が照射され
た被検体は、励起して自家蛍光を発し、その自家蛍光の
一部は、対物レンズ１２に入射して、イメージガイド１
５及び接眼レンズ１６を順に透過し、プリズム４２の斜
面により反射された後、集光レンズ４５により収束され
て、導光プローブ６１の先端面に入射する。そして、導
光プローブ６１により導光された蛍光は、分光器６２に
より分光測定されて、電子データに変換される。その
後、その電子データは、コンピュータ６３内の所定プロ
グラムに従って演算処理され、その演算結果が、図表や
グラフとしてモニタＭに画面表示される。
【００３４】術者は、このようにしてモニタＭに画面表
示された画像に基づいて、内視鏡１の先端に対向してい
る箇所が異常部位であるか正常部位であるかを診断する
ことができる。
【００３５】＜まとめ＞上述したように、この蛍光診断
用システムは、照明光用のライトガイド１４に紫外光を
導光させず、鉗子チャネル１３に引き通した照射用プロ
ーブ３１により紫外光を導光している。従って、紫外光
が最も透過し易い材質、特に、自家蛍光を強く発光させ
る３６５ｎｍの紫外光が最も透過し易い材質からなる照
射用プローブ３１を用意すれば、従来の構成の内視鏡１
を使用しているにも拘わらず、分光測定用として十分な
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強度の励起光を被検体に照射することができる。
【００３６】また、術者は、観察に利用する光の光源を
点灯させるとともに、切替レバー４４を操作することに
より、通常観察用の画像か、分光測定結果から得られる
演算結果の何れかを、モニタＭ又はモニタ６４に表示さ
せることができる。
【００３７】
【発明の効果】以上に説明したように、本発明の蛍光診
断用システムによれば、従来の構成の内視鏡を利用して
いる場合でも、分光測定用として十分な強度の励起光を
被検体に照射することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の一実施形態の蛍光診断用システムを
模式的に示す概略構成図
【符号の説明】
１      内視鏡
１１    配光レンズ
１２    対物レンズ
１３    鉗子チャネル
１４    ライトガイド
１５    イメージガイド
１６    接眼レンズ
２      照明光光源装置
２１    白色光光源
３      励起光光源装置
３１    照射用プローブ
３２    紫外光光源
４      光路切替器
４２    プリズム
４３    プリズム枠
４４    切替レバー
４５    集光レンズ
５      テレビカメラ
６      分光測定システム
６１    導光プローブ
６２    分光器
６３    コンピュータ
６４    モニタ
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要解决的问题：提供能够用具有足够强度的激发光照射受检者的荧光诊
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拍摄。
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